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　巻頭言　Foreword

燃料電池開発における生成 AI への期待
Expectations for Generative AI in Fuel Cell Development

一般社団法人　燃料電池開発情報センター　代表
東京工業大学（現東京科学大学）名誉教授

岡崎　　健
Ken Okazaki

President, Fuel Cell Development Information Center
Professor Emeritus, Tokyo Institute of Technology （Institute of Science Tokyo）

　2024 年 10 月 23 日に水素社会推進法が施行された。その主な具体的内容は、水素の価格差に着目した支援と

拠点整備支援であり、低炭素水素等の要件（炭素集約度の基準値以下）を満たすことと我が国の CO2 排出量の

正味の削減に寄与することが要求されている。これらの方向は、2017 年 12 月に世界で初めて発表された水素

基本戦略と 2023 年6月の改訂に沿うものであり、もとをたどれば、2017 年3月の CO2 フリー水素 WG 報告書

（METI）で提示された内容に準拠している。

　このような水素社会を実現するためには、製造、輸送・貯蔵、利用技術の連携が重要で、特に安価な CO2 フ

リー水素の供給システムの確立が最重要課題である。現在 100 円 /Nm3 を 2030 年に 30 円 /Nm3、2050 年 20 円

/Nm3 にすることが目標で、技術の要は革新的水電解システムの開発である。利用技術としては大規模発電、

鉄鋼・化学等、モビリティ、定置用燃料電池、熱利用などであり、その中でも、燃料電池の果たす役割は極め

て大きい。これらの水電解システムと燃料電池システムにおいて、高効率、高耐久、低コストを実現するため

の重点的な研究プロジェクトが、NEDO による研究開発プロジェクトに加えて、JST（科学技術振興機構）の

GteX（革新的 GX 技術創出事業）で、主として大学研究者による基礎研究が鋭意進められているものの、上記

の目標を達成する見通しは得られてはいない。

　最近、自分自身は詳しくはないが、急激に進展している生成 AI の活用に興味を持っている。高効率かつ耐久

性の高い革新的材料の開発、すなわち高性能脱白金触媒や膜材料の探索、セルや流路形状およびシステムの最

適化などにおいて、従来の職人芸的な研究スタイルに加えて、生成 AI の支援がどの程度可能なのか、大きな

期待感を持っている。産学官の連携によって Society 5 . 0 を目指した内閣府の SIP プログラム（戦略的イノベー

ション創造プログラム、Cross-ministerial Strategic Innovation Promotion Program）の第2期（2018～ 2023

年）においても、「統合型材料開発システムによるマテリアル革命」で MI システム（Material Integration, 

Material Informatics）の構築が進められたが、ここ数年の生成 AI の進歩はこれをはるかに凌駕する可能性が

ある。2024 年度のノーベル物理学賞と化学賞が世界中で急速に普及が進む AI 分野の研究者に授与されること

になった。物理学賞は「機械学習」や「深層学習（ディープラーニング）」の基礎を築いた2氏が、化学賞はた

んぱくの設計と立体構造予測に AI を活用した3氏が栄誉に輝いた。自然科学部門のノーベル賞が同一の AI 分

野に送られるのは初めてである。ここでこのような話題に触れたのは、ノーベル物理学賞に対しスウェーデン

王立科学アカデミーが発表した受賞理由の中に、まさに日本の燃料電池研究者の論文が2件、大きく引用され

ていたからである。水素社会実現の鍵となる燃料電池と急激な進歩を遂げつつある AI、これらの統合が描き出

す今後に大きな期待感を抱いている。
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